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10．二抗体法による「CEA栄研」kitの基礎的検肘
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　現在，CEA測定用kitは，ダイナボット社よりサン

ドウィッチ法による「CEAリアキット」および日本ロ

シュ社よりz－ge11法による「CEAロシュキット」etcが，

市販されているが，両者とも測定に際し抽出操作を必要

とするために，自動分注装置の利用によるassayが困難

であった．

　今回，われわれは栄研ICL社の二抗体法によるCEA

RIA　kit「CEA栄研」を使用する機会を得，若干の基礎

的検討を行なったもので，その成績について報告した．

　本キットは，二抗体法のために，抽出操作を必要とせ

ず，自動分注装置によるassayが可能になった．再現性，

回収率および希釈試験においてすぐれていた．一方，他

社キット（ダイナボット社CEAキット）と比較した結果，

n－60でr＝O・96y－0．89x＋2．12と両者は良く相関した．

11．RI注入患者の排尿中放射能濃度一特に99mTc，

　　67Ga，201Tlについて一
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　昨今体外計測検査には1231や99mTcのような短半減

期核種が利用され，99mTcのように比較的多量に投与さ

れる場合もある．また67Gaや201Tlは半減期は約3日

と99mTcなどに比べると比較的長いが，日常よく使用

されている．これらの核種の投与患者が投与以後，どれ

ほどの期間どれくらいの濃度で尿中に排泄されるかを排

尿毎に測定して検討した．

　99mTc－MDPは約6時間，67Gaと201T1は30時間まで

は多量に排泄されるが，以後は暫時減少する．これらの

結果を考え合せると排尿場所，尿取扱者，尿検査者等の

汚染等が問題となろう．従って尿中RIの除去，および

汚染の点から少くとも最初の24時間は管理すべきかと

考える．

12．99mTcレニウムコロイドによるリンパ節シンチグ
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　99mTc－Reコロイドを用いて悪性リンパ腫など，20症

例にリンパスキャンを施行した．Kinrnonth法による

contrast　lymphographyを併用した12症例について，両

者の所見を比較検討するとともに，正常一例，異常一例

を供覧した．

　得られた結果はつぎの通りである．

　1．撮像は注入後1時間で可能であった．

　2．リンパ節の描出率は，リンパ管造影正常者でも，

傍大動脈リンパ節45％腸骨リンパ節60％と低かった．

　3．リンパスキャンで異常のあった22部位中リンパ管

造影でも異常なものは3部位であった．また，リンパス

キャンが正常であった24部位は，いずれもリンパ管造影

でも正常であった．

　なおReコロイド注入時，注入部に疹痛があった以外，

副作用は認めなかった．

13．RI　image，　CTおよびEcho　imageの比較（第1報）
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　当院において，昭和55年4月に東芝製ガンマカメラが

設置されたのを機会に，従来より既に設置されている

CT（AS＆E），　Echo（東芝電子スキャン53H，　UI　octoson）

の各imageを比較する機会を得た．上記の二者または

三者の検査が行われた症例数が約80例であった．これ

らの各imageを比較し，この中の興味ある症例を供覧

する．
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